
一環した自社生産システム

高品質素材・高耐久性・加工精度を追求します。

受入検査 加工作業 乾燥

桟積乾燥（自然乾燥・養生期間） 出荷前検査 出荷

含水率測定

❶注薬缶内搬入❷減圧

❸缶内薬液充填 ❹加圧注入

❺減圧❻製材搬出

加圧注入処理システム フローチャート

加圧注入処理方式は木材保存処理の中で最も効果的・能率的な処理方法です。注薬缶の中に木材を入れ、減圧－加圧
－減圧というプロセスを通して木材表面から少なくとも10mm以上薬剤が浸透しているので、表面処理に比べて格段
と保存性に優れています。加圧式保存木材は日本工業規格（JIS）および日本農林規格（JAS）によって規格化され厳
しい品質管理のもとで生産されています。

加圧注入処理システム

業界をリードするさんもく工業の保存処理規準

保存処理のポイント

ポイント　　 

ポイント　　 

加圧注入処理を行う前に、木材の含水率を計測します。

注入処理毎に注薬設備運転記録管理しています。

材料の含水率管理を行うことで薬剤が最適に浸透しやすい環境をつくります。

注入処理前に、原則としてロットの平均含水率を30％以下に調整します。
（JIS�A�9002：日本工業規格木材の加圧式保存処理方法より）
注入処理前の木材が含水率30％以下でないと十分な保存効果は期待できません。

薬剤の濃度と同様に屋外で接地する箇所でも耐えられる注入量としています。

上記２種をしております。用途に合わせ提案します
（標準目安）

注 入 量 タナリスCY ペンタキュアニューBM
250kg／m3以上 250kg／m3以上

含水率30％以下 含水率30％以上

注入処理へ 注入処理へ

人工乾燥

再計測

含水率測定

１

３

含水率のチェック

ポイント　　  定期的に薬液をサンプリングして濃度検査をしています。

薬剤の濃度は屋外での接地する箇所でも耐えられる薬剤濃度としています。

上記２種をしております。用途に合わせ提案します。

薬 剤 濃 度 タナリスCY ペンタキュアニューBM
CuAz濃度 DDAC濃度
0.3%以上 1.6%以上

２ 薬剤の濃度管理

薬剤の注入量管理
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